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荒
川

将
来
像
計
画
(
案
)

を
公

表
し
ま
す

将
来
像
計
画
と
は

隅
田
川
の
放
水
路
と
し
て
2
0年
の
歳

月
豪
か
け
て
開
削
さ
れ
た
荒
川
。
昭
和
5

年
の
完
成
以
来
、
首
都
圏
の
東
部
地

椣
を
洪
水
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
地
域

の
社
会
、
経
済
、
文
化
等
と
深
く
か
か

わ
り
、
様
々
な
恩
恵
を
地
域
の
方
々
に

も
た
ら
し
て
孝
ま
し
た
。

現
在
、
荒
川
の
下
流
部
は
、
東
京
都

中
心
部
で
は
唯
一
最
大
の
自
然
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
広
大
な
水
性
植
物
群

落
、
草
地
等
が
広
が
り
、
ま
た
多
く
の

野
生
生
物
が
生
息
す
る
場
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
の
将
来
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
財
産
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。将

来
像
計
画
(
案
)
は
、
新
し
い
荒
川

の
旻
を
求
め
、
様
々
な
勳
き
が
活
発
化

し
つ
つ
あ
る
現
在
、
そ
の
将
来
像
を
明

圦
か
忌
呑
た
め
に
'
E
川
皀
扁
瓦

刊

川
管
理
者
が
一
体
と
な
っ
た
協
議
会
で

検
討
し
て
き
た
も
の
で
す
。。

基
本
理
念

「
2
1世
紀
に
つ
な
ぐ
健
康
な
川
づ
く

り
」
を
目
推
し
て
、
次
の
5
項
目
を
川

づ
く
り
の
理
念
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

●
多
く
の
生
き
も
の
を
は
ぐ
く
む
荒
川

●
河
川
空
間
の
節
度
あ
る
利
用
を
図
れ

る
荒
川

●
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
安

全
な
荒
川

●
子
供
た
ち
が
川
と
ふ
れ
あ
い
。
だ
れ

も
が
く
つ
ろ
げ
る
荒
川

●
き
れ
い
で
豊
か
な
水
の
流
れ
る
荒
川

以
上
を
基
本
理
念
と
し
、
各
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
必
要
な
嘴
報
を
提

供
し
、
地
域
の
住
民
の
方
々
の
参
加
を

耨
て
進
め
て
い
き
家
す
。

将
来
像
計
画
(

案
)
の
公
表

よ
り
良
い
計
画
を
策
定
し
て
い
く
た

め
に
将
来
像
叶
画
(
案
)
を
公
表
し
、

行
政
機
関
の
み
な
ら
ず
地
域
の
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
£
)
広
く
ご
意
見
を
承
り
、

計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
閲
覧
し
ま
す
。

場
所―
各
区
民
事
務
所
、
千
住
本
庁
舎

・
情
報
公
開
課
、
中
央
本
町
庁
舎
・
情

報
公
開
驛
分
室
、
中
央
本
町
庁
舎
・
土

木
部
計
盥
窖
課
期
間
1
1
2
月
1
5
日

I
8
年
1
月
1
6
日
憲
見
集
約
期
間
-

1
2
月
1
5
日～
8
年
F
月
2
6
日
※
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
a
年
1
月
に
関
催
す
る
予

定
で
す

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
土

木
部
計
画
調
整
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

荒川の多自然型川づくりのイメージ図

12 月 1 日

大谷
田南

公園
オ

ー
プ

ン

「
ミ
ニ
新
幹
線
≒
ミ
ニ
列
車
」
が
走

る
線
路
に
踏
み
切
り
、
足
踏
み
ゴ
ー
カ

I
ト
や
自
転
車
の
た
め
の
遭
路
と
信
号

機
、
そ
し
て
横
断
歩
甼

卜

。
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
く
遊
ぴ
な
が
ら
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
自
然
に
覚
え
る
こ
と
の

で
き
る
公
園
と
し
て

新
た
に
生
ま
れ
変

わ
り

、
大
谷
田
南
公
園
が
1
2
月
1

日

(
金
)

に
オ
ー

プ
ン
し
家
f
'
。

開
園
時
間
は
、
午
前
9

時
～

午
後
5

時
(
m
一
月
2
8
日
1
1

月
4

ほ
は
休
園
)
。

足
踏
み
ゴ
ー
カ
ー
ト
・
自
転
車
は

、
無

料
で
毎
日
、
午
前
9
時
3
0
分
I

午
後
4

時
(
4

月
～
9

月
は
午
後
4
時
3
0
分
ま

で
)

の
間
、
利
用
で
き
ま
す
。

一
周
約
珈
m

の
ミ
ニ
新
幹
線
・
ミ
ニ

列
車
は

、
木
・
金
・
土
・
日
・
祝
日
の

午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
の
間
(
4

月
～
9

月
は
午
後
4

時
3
0
分
ま
で
)
、1
5～
2
0

分
間
隔
で

運
行
(

混
雑
時
は
1
0
分

間

隔
)
。利
用
料
金
は
、中
学
生
以
上
7
0円

、

小
学
生
3
0
円
、小
学
生
米
灣
は
無
料
(
た

だ
し

、4

歳
児
未
満
は
保
護
者
同
伴
)

と
な
り
ま
す

。

ま
た
、ほ
か
に
も
、柬
に
は
子
ど
も

た
ち
が
水
遊
ぴ
の
で
き
る
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ

ブ
池
(
7
月
2
1
日
～
8
月
3
1
日
の
午
前

1
0時
～
午
後
3

時
)
や

、
難
破
船
を
襖

し
た
遊
具
な
ど

。
楽
し
さ
満
載
。
ご
家

族
そ
ろ
っ
て

、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ

い

。
「
交
通

」J
R

亀
有
駅
北
口
か
ら
徒

歩
1
0
分
、
ま
た
は
東
武
・
都
バ
ス
亀
有

駅
北
口
～
王
子
駅
間

亀
有
五
丁
目
下

車

徒
歩
1

分

※
普
通
車
1
6
台
(
う
ち
身
陣
者
用
2
台
)

が
止
め
ら
れ
る
駐
車
場
も
併
設
さ
れ
て

い
穿
y

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
公
園
課

(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

大谷田南公園

葺
立
ち

レ
ッ
ツ
・
ダ
ン
ス

木
枯
β
レ
の
吹
き
荒
れ
る
日
が

多
く
な
娑

し
た
″
r

ど

に
は
、
十
分
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

さ
て

、
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
ま
、
ダ
ン
ス

敵
憙
を
閧
い
て
い
ま
す
。
毎
週
み

な
楽
し
み
に
さ
れ
、
交
通
の
便
が

決
し
て
良
い
と
は
思
え
ぬ
セ
ン
タ

ー
ま
で
、
雨
の
日
や
風
の
日
も
休

ま
ず
に
来
ら
れ
る
と
の
冫
こ
。

事
故
や
訶
気
で
陣
客
を
も
っ
た

方
が
、リ
(
ピ
り
泰
か
ね
て
踊
っ

て
い
昏
つ
ち
に
身
体
の
動
き
が
よ

く
な
り
、歩
行
が
う
ま
く
な
っ
た

り
、忝
か
も
貉
上
が
K
W
l
に
な

っ
た
り
し
た
と
の
こ
と
。何
よ
り

も
汗
を
か
け
る
の
が
う
れ
し
い
と

い
い
嫐
y
。ダ
ン
ス
を
し
た
こ
と

の
あ
る
方
は
、
も
う
や
れ
な
い
か

と
思
っ
て
た
け
ど
…
…
と
も
。

こ
の
レ
ッ
ツ
ー
ダ
ン
ス
講
座
を

支
え
て
い
る
の
が
、
す
べ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
'
`
t
t
つ
て
い
る
人

は
杖
を
は
ず
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
杖
が
わ
り
。
車
零

の
人
や

目
の
悪
い
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

り
I
ド
£

芯
し
て
踊
れ
た
と
の

こ
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
励
が
様

々
な
形
ぶ
笳
し
て
い
る
の
を
大

変
う
れ
し
ぐ
思
い
ま
す
。

1
2月
3
日
か
ら
は
障
害
者
週

間
。
暮
β
レ
の
中
で
、
あ
る
い
は

、ま
ち
の
中
で
、
障
書
者
・
億
常
者

が
手
を
取
り
合
っ
て
楽
し
む
、
そ

ん
な
場
面
が
多
様
に
瓠
が
る
の
を

願
っ
て
お
ひ
ま
す
。

区
長

古

性

直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行



1995 年( 平成7 年) 11 月25 日あ だ ち 広 報第1107 号 ( 2)

ご
存
じ
で
す
か
?

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

子
育
て
の
悩
み
や
相
談
に
応
じ
、
子

斉
て
中
の
お
父
さ
ん
や
、
お
母
さ
ん
の

お
手
伝
い
を
す
る
の
が
、「子
育
て
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
で
す
。
具
体
的
な
子
育
て

支
援
の
活
励
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
行

っ
て
い
ま
す
(
下
表
)
。

子
育
て
に
迷
い
、
悩
ん
で
い
る
方
は

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=

千
住
本
庁
舍
・
苛
少
年
驟
社
会
教
育
主

査

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

ワ
ー
ス
ト
1
脱
却
を
目
指
し
て

綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1

地
域
協
議
会

9
4年
ま
で
1
5年
継
衿
し
て
全
国
1
級

柯
川
ワ
ー
ス
ト
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
綾

瀬
川
。
そ
の
浄
化
を
目
的
と
し
て
昨
年
1
1

月
に
冊
だ
し
た
踟
「
艘
瀬
川
清
流
ル

ネ
ッ
セ
ン
ス
2
1地
域
協
議
会
」
は
、
1
0

月
2
0日
に
第
2
回
の
会
議
を
川
口
市
で
!

蚕
し
た
。
今
後
の
取
り
組
み
の
中

心
と
な
る
「
綾
瀬
川
水
環
境
改
善
緊
急

行
動
計
匣

が
決
定
さ
れ
、西
暦
2
千
年

を
目
標
に
綾
瀬
川
の
水
質
環
境
基
準
の

達
成
を
目
指
し
て
い
く
'
」と
に
な
り
ま

し
た
。主
な
対
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
河
川
に
た
ま
っ
た
泥
な
ど
の
除
去
を

行
い
、
直
接
浄
化
施
設
の
運
用
や
新
段
(

埼
玉
県
内
)
、
浄
化
用
水
の
導
入

②

上
流
部
の
下
水
遭
の
普
及
率
や
水
洗
化

率
の
向
上

③
川
の
水
質
や
流一
の
実

愬
調
査

④
家
庭
、
事
某
所
か
ら
の
各

糯
排
水
対
策
の
推
進
や
イ
ベ
ン
ト
に
よ

る
意
識
啓
発

さ
ら
に
西
暦
2
千
年
以
降
も
、
よ
り

望
ま
し
い
水
環
境
を
つ
く
る
た
め
継
続

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す

。
会
議
の
終
了
後

、
河
川
浄
化
に

功
糠
の

あ
っ
た
団
体
の

表
彰
が
行
わ

れ
、
足
立
区
で
は

「
ひ
め
ゆ
り
グ
ル
ー

プ
」
が
受
賞
し
ま
し
た

。
綾
瀬
川
の
浄

化
は
関
係
行
政
機
関
、
事
業
者
そ
し
て

住
民
の
方
々
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん

。私
た
ち
Q

心
の
安
ら
ぎ
と
な
る
「
水

辺
」を
取
り
戻
す
た

め
、2
千
年
に
向
け

て

、
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

。

問
先
―
環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
a
7
{
D

曲
綾
瀬
川
済
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1
地
域

協
議
会
・・・
綾
瀬
川
の
浄
化
を
目
的
と
し

て

国
、
東
京
都

、
埼
玉
県
、
学
蔵
経
験

者
お
よ
び
足
立
区
を
含
む
1
4区
市
町
で

構
成
t

螽

籏
会
i
l
l

交通死亡事故多発!

死亡事故
都内ワースト1

1
0月
2
0日
現
在
、
区
内
で
2
1人
の
方

が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
は
都
内
で
ワ
ー
ス

ト
ー
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
す
。

昨
年
と
比
べ
る
と
同
時
期
で
4
人
増

加
し
て
お
り
、
昨
年
1
年
間
の
交
通
死

亡
者
2
9人
を
さ
ら
に
上
回
る
勢
い
で

す
。

こ
れ
ら
の
事
故
を
状
態
別
で
見
'
9
と

歩
行
中
9
人
(
4
3
%
)
、
二
輪
車
乗
車
中
l
O
-
<
(
2
4
%
)

、自
転
車
乗
用
中
4

人
(
1
9
%
)

、
四
輪
車
乗
車
中
3
人
(
1
4
%
)

と

な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は

、
横
断
禁
止
場
所
横

断

、
飛
び
出
し
、
信
号
無
視

、
一
時
不

停
止

、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
不
着
用
等
が
あ

げ
ら
れ
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
す

。
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
は

、「
横
断
歩
道
を
渡
る

」、「
道
路
に

飛
び
出
さ
な
い
」
、「
信
号
を
守
る

」
、「
交

差
点
で
は
一
時
停
止
を
す
る

」、
「
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

」
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す

。
事
故
に
遭
う
の
も
起
こ
す

の
も
あ
な
た
し
だ
い
で
す

。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

。

問
先
=

中
央

本
町
庁
舎
・
交
通
安
全
葆

(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

あ
な た

の「 始 めた い …
」

応援 し ま す

生涯学 習情報
ダ イヤル

あ
な
た
が
探
し
て
い
る
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
区
内
情
報
を
中
心
に

、

い
つ

、
ど
こ
で

、
ど
ん
な
ふ
う
に
聞
催

さ
れ
る
の
か
を
電
話
で

、案
内
し
ま
す

。

「
何
か
始
め
た
い
・
:
」
そ
う
思
っ
た
時

か
ら
始
ま
る
学
び
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
こ

の
ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
あ
な
た
の
ス
ト
ー
リ

ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
'
・

お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

東
部・
西
部
障
害
相
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
晒

撩
法
士
、一
腹
婦
等
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

障
害
に
か
か
わ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
、
指
導
、
訓
練
。
専
門

機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
リ
(
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
離
病
な
ど
で
身
体

が
不
自
由
に
な
っ
た
方
の
リ
(
ビ
リ
馴

練
に
つ
い
て

・
言
語
馴
練
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
離
病
な
ど
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
方
の

言
葉
の
訓
練
に
つ
い
て

・
補
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
継
足
、
義
手
、
つ
え

や
車
い
す
な
ど
の
製
作
、
修
理
や
福
祉

機
器
に
つ
い
て

・
自
助
具
相
談

関
理
、
更
衣
、
入
浴
、
排
せ
つ
動
作

な
ど
を
行
い
や
す
く
す
る
よ
う
な
遭
具

の
紹
介
や
製
作
に
つ
い
て

・
生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
な
ど
の
相
鮫
や

福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

・

健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持

、
増
進
に
つ
い

て

こ
の
ほ
か

、
個
人
の
状
態
に
応
じ

た
リ
(

ビ
リ
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
通
所
訓
練
に
つ
い
て
の
相
談
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

問
先
`
遭
4
朞
癜
(
日
光
街
道
)
の

東
側
お
よ
び
千
住
地
区
の
方
は
・・・
東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

・
i一
道
4

号
線
の
西
側
お
よ
び
小
台
・
新

田
・
宮
城
地
区
の
方
は
・・・
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

※
送
迎
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す

。
ご
相

談
く
だ
さ
い

ダイヤル開 設 時
12月10日
までの毎日
午前10時～午後5時

3605- 7181
( 生涯学習館)

都
市
計
画
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

区
で
は
'
&
の
都
市
計
画
の
変
更
を

し
ま
し
た
。

一
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変

更
(
削
除
)

区
域
上
(
月
二
丁
目
、
東

和
一
丁
目
各
地
内

告
示
日
1
1
1月
2
4

日

縦
覧
場
所
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
都
市
計
画
係

(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

高

額

療

養

費

の

支

給

高
額
療
養
費
と
は

、
同
じ
人
が
、
同

じ
月
に
同
じ
病
院
な
ど
で

診
療
を
受

け

、
支
払
っ
た
診
療
費
が
一
定
の
金
額

(
自
己
負
担
限
度
額
)

を
超
え
た
と
き

に

、
申
請
に
よ
り

、
そ
の
超
え
た
金
額

が

、
後
日
国
保
か
ら
払
い
戻
し
に
な
る

も
の
で
す

。

自
己
負
担
限
ま
額
1

般
世
帯
・・・
6
万
3

千
円
/

住
民
税
非
課

税
世
帯
・・・
3
万
5

千
椢
円

申
込
=

高

額
療
養
費
に
該
当
し
て
い
る
世
帯
に

は
、
診
療
月
か
ら
2
～
3
ヵ
月
後
に
申

請
S
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請一
が
届
き

ま
し
た
ら
国
保
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
(
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
)
。

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
国
保
課

保
険
給
付
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

放 置 自 転 車 禁 止 区 域

千住大橋周辺

環
塊
に
や
さ
し
い
自
転
車
も
放
置
す

れ
ば
街
の
「
公
害
」
と
な
っ
て
し
ま
い

零
歹
。
一
台
ぐ
ら
い
と
置
い
た
自
転
車

が
歩
く
人
の
邪
魔
と
な
り
、
火
事
な
ど

の
緊
急
事
態
が
起
き
た
と
き
の
妨
げ
に

な
ひ
豕
歹
。

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
釼
S

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
。
禁
止
区
域
内
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
、
区
で
撤
去
し
て
自
転
車
移

送
所
へ
邏
ぴ
保
管
し
て
い
ま
す
。
自
転

車
を
引
き
取
る
と
き
に
は
、
撤
去
料
と

し
て
2
千
円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分

し
李
歹
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
自

転
車
に
は
防
犯
登
録
を
す
る
と
と
も

に
、
必
ず
住
所
と
名
前
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

1
駐
車
場
の
案
内
1

・
区
営
自
転
車
駐
車
場

千
住
大
橋

千
住
橋
戸
町
8
-
5

(
3
8
8
2
)
6
4
4
9

・
民
営
自
転
車
駐
車
場

蛭
間
自
転
車
置
き
場

千
住
橋
戸
町
1
9

　
(
3
8
8
1
)
4
6
6
0

・
放
置
自
転
車
移
送
先

中
央
本
町
移
渚
町

足
立
4
1
1
6
-
1
9

先問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

千住大橋駅周辺自転車放置禁止区域

自転車放置禁止区域

足
立
区
議
会

第
4
回
定
例
会

つ
ぎ
の
と
お
り
、
区
議
会
第
4

回
定

例
会
が
開
会
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
お
よ

び
委
員
会
(
議
会
運
営
委
員
会
を
除
く
)

は
傍
聴
で
孝
豕
歹
。な
お
、傍
聴
に
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で

亊
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

。

・

奎
i

日
時
1
1
2
月
―
・
4

・
5

・
1
1
・
2
0
日
、
い
ず
れ
も
午
後
1

時
か

ら・
委
員
会
日
時
―
総
務
委
員
会
・
・
・
1
2

月
6
日
/
厚
生
委
員
会
・
・
-
1
2
月
7
日
/

議
会
運
営
委
員
会
…
1
2
月
1
1
・
1
9日
/

建
設
委
員
会
…
1
2
月
卜
一
日
/
都
市
環
境

委
員
会
・
:
1
2
月
1
3
日
/
文
教
委
員
会
・
:

1
2
月
1
4
日
/
交
通
機
関
誘
致
対
策
特
別

委
員
会
…
1
2
月
1
5
日
/
行
財
政
改
善
調

査
特
別
委
貝
会
・
-
・
1
2
月
1
8
日
、い
ず
れ

も
午
前
m
一
時
か
ら

区
民
委
員
会
・
:
1
2月
8

日
/

本
庁
舎

跡
利
用
瑤
設
計
画
調
査
特
別
委
員
:会

■
1
2

月
1
5
日
、
い
ず
れ
も
午
後
L

時
3
0
分

か
ら

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
区
蹶
会
事
筋
局

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1

㈹

□「あなたがみた荒川 写真コンテスト」作品募集 規格一カラーまたはモノクロ、四ツ切り 募集期間- 12 月14日まで 問先- 「あ なたが みた荒川写真コステ

スト 」佩 〒102 千 代田区一番町9- 8 　3264- 3467
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健康カレンダー 12月の予定 保

健

ガ

イ

ド

思
春
期
セ
ミ
ナ
ー
〈
第
3
回
〉
公
開
講
座

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
地
域
か
ら
見
た
子
ど
も
の
姿
を
考
え
る
～

日
時
I
W

鳬
日
(
月
)
、午
後
1
時
3
0

分
I
3
時
3
0分

対
象
l
思
春
期
の
子

ど
も
を
持
つ
親
・
関
心
の
あ
る
方

跚
師
―
高
橋
和
巳
氏
(
松
沢
病
院
精
神

科
医
師
)

内
容
l
心
理
相
談
貝
・
開

業
医
・
社
会
教
育
主
事
・
地
域
・
保
健

所
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
思
春

期
を
語
り
ま
す

費
用
―
無
料

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

精

神

保

健

講

演

会

「中
高
年
の
う
つ
病
と
そ
の
予
防
」

～
中
年
は
人
生
の
黄
金
時
代
～

「
気
分
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
番
か

な
い
」
、
『
何
と
な
く
ゆ

』
2つ
つ

」
と
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。
心
の
悩

み
を
解
決
し
て
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う

。

日
時
-
1
2

月
1
8
日
(

月
)
、
午
後
1

時
3
0
分
～
3

蒔
3
0分

購
師
―
倉
本
英
彦
氏
(
国
立
精
神
・
神

経
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医
師
)

定
員
=
5
0

人
S

用
―
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

1
2月
の
献
血

日
時
等
―
下
表
の
と
お
り

問
先
―
東

京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
佩

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

12月の 献血

午前11時30分～午後O時30分までは昼休みです

ひ
ろ

ば

催
し
物

☆
第
9
回
青
井
あ
か
し
あ
祭
1
2

月
3

日
(
日
)
、
午
前
1
0
時
～
午
後
2

時
3
0

分
/

あ
か
し
あ
の
家
(

青
#
3

丁

目
)
/

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
な
ど
/

飛

鳥
馬
(

あ
す
ま
)

(
3
8
4
8
)
4
4
7
8

☆
「了
カ
国
語
で
話
そ
う
」講
演
会

1
1
月
2
9
日
(
水
)
…
午
後
6
時
3
0
分

～
8
時
3
0
分
、3
0
日
(
木
)
・
・
・
午
前

1
0
時
～
午
後
O
時
3
0
分
/
勤
労
福
祉

会
館
(

綾
欄
プ
ル
ミ
エ
内
)
/

無
料

(
託
児
室
有
り
)
/

ヒ
ッ
ポ
講
演
会

係

　
(
3
4
6
7
)
6
1
5
1

☆
フ
ー
フ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
品

辰
1
2
月
2
日
(
土
)
・
3
日
(
日
)
、

午
後
o
時
3
0
分
～
6
時
3
0
分
/
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
/
ち
ょ
っ
と
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
/
鈴
木

(
3
8
8
0
)
0
5
1
0

☆
第
4
回
足
立
水
腫
両
日
本
羅
合
同

作
品
発
表
辰
の
作
品
募
集
8
年
3

月
7
日
～
1
1
日
/
西
新
井
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
/
作
品
を
募
集
し
ま
す
/
あ

だ
ち
文
化
あ
し
の
葉
会
/
伊
藤

(
3
8
8
3
)
4
6
1
4

☆
足
立
幼
年
教
育
研
究
集
会
1
2
月
2

日
(
土
)
、
午
後
2
時
/
教
育
研
究

所
/
講
演
会
「
い
じ
め
に
み
る
今
日

の
子
ど
も
」/
無
料
(
保
育
靈
有
り
)
/

梅
の
実
保
育
所

(
3
8
4
0
)
6
6
8
4

募

集

☆
晒
し
方
サ
ー
ク
ル
親
話
会

毎
週

水
曜
日
午
後
7
時
～
9
時
/
舎
人
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
初
心
者
歓
迎
/
月
額

千
5
0
0円/
国
井

(
3
8
8
4
)
2
9
6
1

☆
リ
サ
イ
ク
ル
日
曜
洋
裁
月
3
回

日
曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
/
勤
労

福
祉
会
館
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)
/

初
心
者
歓
迎
/
入
会
金
千
円
、
月
額
4

千
円
/
代
田

3
8
2
1
)
5
6
7
6

☆
セ
サ
ミ
ク
ラ
ブ
(
英
会
話
)
毎

週
木
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
異

本
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
外
国
人
講
師
に

よ
る
指
導
/
入
会
金
千
円
、
月
額
4

千
円
/
清
水

(
3
8
5
6
)
6
5
6
0
(

夜
間
)

健康あ・ら・かると

《
初
め
て
の
予
防
接
種
》

I
子
さ
ん
の
息
子
の
健
太
君
あ
て
に

乳
児
健
診
と
B
C
G
接
種
の
通
知
が
保

健
所
か
ら
届
き
ま
し
た
。

保
健
所
へ
健
診
に
行
ぐ
と
、
保
健
婦

さ
ん
か
ら
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
く

わ
し
い
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
去
年
1
0月

か
ら
、
予
防
接
種
が
強
制
か
ら
勦
奨
に

変
わ
っ
た
こ
と
。
日
本
で
も
ま
だ
結
核

が
あ
る
の
で
、
予
防
の
た
め
に
B
C
G

接
種
が
必
要
な
こ
と
。そ
し
て
、特
に
月

齡
の
小
さ
い
子
ど
も
は
、
抵
抗
力
が
弱

い
た
め
、
早
い
時
期
に
B
C
G

接
種
を

受
け
る
亊
が
大
切
な
こ
と
や
、
接
種
後

の
注
意
点
」
な
ど
具
体
的
で
分
か
り
や

す
い
内
容
の
話
で
し
た
。

I
子
さ
ん
は
、今
ま
で
予
防
接
種
は
、

区
役
所
か
ら
通
知
が
き
た
ら
受
け
れ
ば

い
い
と
安
易
に
考
凡
て
い
ま
し
た
が
、

保
健
婦
さ
ん
の
話
夲
藺
き
、
こ
れ
か
ら

は
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
観
が
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
安
全
に
受
け
る
亊
が
大

叨
な
の
だ
と
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

冢
に
帰
っ
て
、
保

健
所
か
ら
も
ら
っ
た

「
予
防
接
種
と
子
供

の
健
康
」
の
冊
子
を

見
た
と
こ
ろ
、
子
供

に
必
要
な
予
防
接
種

に
つ
い
て
、
そ
の
種

類
、
特
徴
、
効
果
、

受
け
る
年
齢
な
ど
、

細
か
く
魯
か
れ
て
あ

っ
た
の
で
、
こ
れ
を

見
て
確
認
す
れ
ば
安

心
だ
と
思
い
ま
し

た
。
初
め
て
の
子
育

て
で
、
不
安
を
も
っ
て
い
た
I
子
さ
ん

で
し
た
が
、
保
健
所
で
相
談
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
り
、。育
児
情
報
を
参
考

に
し
て
安
心
し
ま
し
た
。

そ
の
上
、
保
健
所
に
行
く
と
、
同
じ
よ

う
に
子
育
て
を
し
て
い
る
お
毋
さ
ん
た

ち
に
も
会
え
て
、
お
互
い
苦
労
話
を
し

て
「
皆
同
じ
ぷ
つ
に
悩
ん
で
い
る
ん
だ

わ
。
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と
ぼ
っ

と
し
ま
し
た
。≪

保
健
相
談
所
保
健
婦
≫

掲
示
板

□
人
権
週
間
「
講
演
と
映
圖
の
集
い
」

日
時
-
1
2月
7
日
(
木
)
、午
後
L
時
～
4

時

場
所
=
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
こ
う

内
容
―
講
演
「
世
界
の
人
権

日
本
の

人
権
」
卜
人
権
問
題
を
考
え
る
1
(
菱

山
謙
二
筑
波
大
学
教
授
)
同
和
啓
発
映

画
「
父
の
一
番
長
い
日
」

費
用
―
無

料

問
先
=
都
・
同
和
対
策
部

(
5
3
8
8
)
2
5
8
8

□
第
4
7回
人
権
週
間
・
講
演
と
コ
ン
サ

ー
ト
の
集
い

日
時
=
1
2
月
7

日
(

木
)
、
午
後
1
時
2
0分
～
4
時

場
所
L

有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル

内
容
l
講
演

「
子
ど
も
の
人
橋
に
つ
い
て
」(
講
師
永

六
輔
氏
)
、コ
ン
サ
ー
ト
「
男
性
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
ー
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
」

申
込
=
(
ガ
キ
(
U

研

日
必
一
)

定
員
―
聊
人
(
抽
選
)

費
用
―
無
料

問
先
―
法
務
省
人
権
擁
霞
局
内
「
講
演

と
コ
ン
サ
ー
ト
の
集
い
」
係

〒
囘
千

代
田
区
一
ケ
関
1
-
I
I
I

(
3
5
8
0
)
4
1
1

□
公
団
竹
の
塚
第
1
団
地
(
第
4
次
)

募
集
中
(
足
立
区
地
元
枠
)
所
在
地

―
竹
の
筱
3
-
1
1
構
造
I
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
m
一
階
建
て
(
一
郡
9
階
建

て
)
住
宅
形
式
1
1
L
D
K～
4
L

D
K
(
S
"
E
-
8
9
・
b
)
家
賃
A
1
1
万

円～
1
7
万
7
千
円
(
初
年
度
月
額
家
賃
)

募
集
戸
数
1
2
6戸
(
地
元
枠
)

募
集

期
間
ぶ
に一月
4
日
ま
で

問
先

掘

案
内
所(

3
8
5
8
)
4
0
8
9

□
実
習
企
業
を
さ
が
し
て
い
ま
す

問
先
―
都
立
足
立
養
霞
学
校

(
3
8
5
0
)
6
0
6
6

□ 守 ってネ　時間 ・約 東・最低賃金10 月26日から都の最低賃金は日額5, 144円、時間 額650円 に改正さ れました。
問先一足立労働基準監督齧 　3882- 1187
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エ イ ズ

A I DS

に取り組む
一人ひとりの権利と責任

エイズの患者・感染者は増加の一途をたどっています。

一時期の恐慌状態は去り、理解も深まってきまじた。し

かし、同時に、エイズへの関心か薄れてきてはいないで

しょうか。

私たちは、エイズから身を守る権利を持っています。

同時に、HI V に感染しても、差別を受けることなく尊

厳亳もって生きていく権利を持っています。

一方、私たちは、自分自身と他の人 を々感染から守る

責任かあります。エイズはだれもかかかる可能性のある

痢気です。そして、予防できる病気なのです。

● エイズ( AI DS)
蜂天呻 呻 嘲 曜7HI V 砒
より体の免差繼能が勵かなくなる
鍔気

● HI V
ヒト免疫不全ウイルス尽エイズの
原因となるウイルス

DATA

東京都のエイズ患者・HI V 感染者数の推移
平成6 年に 瓠i された愚書・= 者数は、日本人男性

が87 人と圧隹搶勺に多い。感染原因別では。同性間の性的
纃触による感染が52人、輿性閥 の性合刎食触による貳售が46
人となっている。

東 京都 の 国 籍・性別 患 者・感染 者 報 告数 の 推 移
東京都の感染原因別患者・感染者報告数の推移

東京都エイズ対策室資料

エ イ
ズ は特別

な
人

の

病気
じ ゃな

い 。 み
んな

の

問題な
ん だよ

ね

そし て

予防できる病気
なのよね

危険なのはこんなこと
―
非
常
に
危
険
で
す
―

●
篳
染
香
と
の
コ
ン
ド
ー
ム
を
揶
5
な

い
セ
ッ
ク
ス
や
口
参
便

っ
だ
性
的
接
触

※
コ
ン

ド
ー
ム
を
正
し
く

便
用
す
れ

ぱ

、
曝
染
防
止
に

有
効
で
す

●
注
射
の

回
し
打
ち

―
わ
ず
か
で
す
が
感
染
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
―

●
蓐
粂
着
の
血
液
に
触
る
(

皮
一

に
傷

か
あ

る
と
感
染
の
お
そ

れ
が
あ
り
ま

す

。
韋
液
に
触
れ
る
と
費
ほ

、
ゴ
ム
手

袋
を
す
る
か

、
す
ぐ
に
洗
い
羈
し
て

く

だ
さ
い
)

●
か
み
そ
り
ゃ

曲
ブ
ラ
シ
な
ど
皿

液
の

付
き
や
す
い
日
用
品
の
共
有
(
理
・
美

容
童
や
曲
医
者
の
器
具
は

、
滴
毒
を
し

て
い
る
の
で
安
全
で

す
)

こ んなことでは感染し ません

セックス以外の日常生活で

感染することはありません

同じ鍋をつつく
せき、くしゃみ

コップの回し飲み

軽いキス

握手 プール

検
査
は
思
い
当
た
る
日
か
ら

3
ヵ
月
後
が
確
実
で
す

死
両
し
て
初
め
て
H
I
V
に
感
染
し

て
い
た
と
わ
か
る
人
か
増
え
て
い
ま

す
。ま
た
、
男
女
間
の
性
行
為
に
よ
る

若
い
世
代
の
廖
粂
が
I
え
、
中
で
も
匐

歳
代
の
女
性
の一
加
が
目
立
ち
ま
す
。

残
赤
な
が
ら
、
現
在
、
エ
イ
ズ
の
特

効
薬
は
あ
り
ま
せ
ヘ

レ
か
し
、
発
軻

を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
感
染

し
て
か
盒
弱
ま
で
の
期
間
が
長
い
の

で
、
そ
の
間
に
医
家
は
今
よ
り
進
歩
す

る
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い

。

※
鴫
染
紲
し
ぱ
ら
く
は

、
検
査
に
反
応

し
ま
せ
ん

。
思
い
当
た
る
日
か
ら
3

ヵ

月
以
後
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

検
査
は
無
料
で
す
。た
だ
し
、

特
別
な
場
合
(
前
回
検
査
後

3
カ
月
以
内
の
検
査
な
ど
)

は
有
料
(
千
7
6
0
円
)
で
す
。

エ イ ズ 検 査 は こ の よ う に 行 わ れ ま す

①
nI vr ' ・l s L て ぃ る の で| まと 渟

安 なA さ& ● 刪 ¶ - ・l k- ・ 覦

し、・ 畜を受けること祀しまL た。
★エ イズ碗査鯰月2 回爽 ● し ていま
す。・助s14ヽ- ej j y 廴一 日は・u&J
を黯霊貧る方lこ儷別にお短らせしてい
ます。

②
受診日当 日。膾書申込魯とアンケ
ートを紀入します。申込書には、

名前の代わりにイニシャルを紀入しま
した。
★椣査は暦名で、本名や住所は不要で
す。仮の名前や散季などで受けられま
す。

③
カウンセリング。性に閧すること
は、なかなか話しにくいこともあ

ります。
★保健揚が質問しますが、どうしても
答えたくないことを畄k お聞きする
ことはありません。

④
5㎡ほど櫻爪して検査は終了。A
さんは、検査紬果の出る日時を簿

認して帰宅しました。
★検査結果が出るのは2 週間後。結乗
を知るまでは不安なものですが、いつ
でも保健帰か柤餤に応じ ます。

⑤
2週間後、A さんは結果を闖きに
もう一度像健所を訪れました。

★紡果はご本人だけにお知らせし ま
す。ほかの人に伝えたり、電話や竟送
でお知らせすることはありません。

⑥
医師から棆杳結果の説朋を受けま
す。

★もしも慝梟していたi絡合は、医師や
保健婦が相談に応じます。今後の医療
のことなど、何でもご相談ください。

検査は各保健所で行っています
足立保健所 　3855- 4151
千住保健所 　3888- 4277

電話相談は、保健所のほか、各保健相談所でも

受け付けます
江北保健相談所 　389l - 4004
東和保健相談所　3606- 4171
中央本町保健相談所 　3880- 5351

エ
イ
ズ
は
私
た
ち
み
ん
な
の

問
題
で
す
エ
イ
ズ
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル

エ
イ
ズ
奮

芬

に
は

関
佩
の

な
い
こ

と

と
考
え
て
い
る
方
は

、
象
だ
多
い
よ

う
で

す
。
区
で
ほ
、
エ

イ
ズ
を

灣
近
な

問
題
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
区
民
の
皆

韋
刄
に
呼
び

か
け
、
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー

ル

を
開
催
。
1
0
月
2
7日

、
エ
ル

ー
ソ
フ

ィ
ア
で
よ

腴
会
を
行
い
、
優
秀
作
品
を

表
彰
し
巾
r
レ
た
。

最
羮

秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
新
田

保

育
圜
で

す
。

『
最
初
、
エ
イ
ズ
は
自
分
た
ち
に
は

関
係
の

な
い
'
』
と
だ
と
愿

卩
て
い
黔
し

た
。
で
も
、
エ
イ
ズ
の
こ
と
を
勉
彌
し

て
、『
と

も
に
生
き
る
』
こ
と

が
大
事
だ

と
気
付
い
た
と
き
、
何
も
特
別
な
こ
と

じ
ゃ
な
い
、
保
育
園
と
同
じ
な
ん
だ
と

わ
か
り
ま
し
た
。
保
育
園
に
は
、
や
ん

ち

ゃ
な
子
も
い

れ
ぱ
内
気
な
子
も
い

る
、
障
魯
を
待
っ
た
子
も
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
子
w
a
r
n

と
も
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大

事
な
ん
で
す
」
と
西

巻
圃
長
。

今
回
応
募
い
た

だ
い
た
作
品
は

、
保

健
所
の
講
習
会
や

住
区
セ
ン
タ
ー
で
の

活
動
の
身
近
な
教

材
と
し
て
活
用
し
て

い
く
予
坎
で
す
。

受 賞 さ れ た 皆 さん

● 最優秀賞
1央- 育冫● t 麗刈・で|{ 社会観趾l 匹XI } 一
● 優秀賞
l は イズのこと知 つてる? J

,潤丿I t Ar λ t x& 育= 鈿
「もし阿畿がエイズになったら」a ● グループ)
「sToP　f l l } s I J r yu 」● yl t 6 ・q り

―「共に育つ喜びの中で」より―

西 巻 園 長

―もう、エイズを増やさない!

LI VI NG　WI TH　AI DS
―

の貸し出しを行っています

お近くの図毒館または 膺覯公開課で貸し出
していますので、お気軽にご利用ください。
● ビデオ広報についてのお問い合わせは…

千住本庁舎・広報課へ
　3882- 1111 ㈹

エ イズを特集したビデオ広報

「ルック・i n ・あだちNo53 」

～ HEYいらっしゃい! ! ～

愛 々 祭
ラ ブ ラ ブ ・フェスタ

青年センター
12月17 日(日)
午前10時～午後5時

「粋な関係いい関係をつくろう亅
「エイズを愛でつつもう」をテーマ
に愛々祭を行います。

問先= 青年センター
3890- 0061

足立保健所
3855- 4151

● シンポジウム「AI DS ～粋な関係いい関係～」
T 詼2 時 ～5 時

…ぷれいす東京の肚丿丁席了さん、落胼齋の桂察肋さんを
招いて、「愛している」「愛しあいたい」人と人とのいい

関侃を、歴史から学びながら楽しくトークします
● エイズと性のI s 電話相談 午前10* ～午後1 恥
● 侖蝙クイズ( かわいい景品もあるよ1)
午前1( x緲3Q分～午後1BS30 分
● ボランティアグループによるエイズ康者のための食事づ
くり講習会 午前1( l玲l ) 分～T 後1 時
● ミーコンサート 午前1a 玲30分～正午 ほか

「
エ
イ
ズ
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

区
で
は
。
地
域
に
根
ざ
し
た
エ

イ
ズ
対
策
へ
の
取
口

紙
み
を
行
う

た
め
、
エ
イ
ズ
対

策
会
瞋
を
設
置

し
、『
エ
イ
ズ
行
一

計
!

を
策
定

し
ま
し
た
。

こ
の
肝
画
は

、
区
の
エ
イ
ズ
対

策
の
棊
本
と
な
る
も
の
で
、
今
後

の
s
集
計
廁
・
実
施
の
揖
針
と
し

て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問
先
一
千
住
本
庁
舍
・
健
康
管
理

課
(
3
a
2
)
1
1
1
1

㈹

経営者の皆さんへ

職場で

エイズを考える

あ
な
た
の

会
社
の
従
業
貝
が
、
も
し

エ
イ
ズ
の

愚
者
・
感
染
壜
だ
っ
た
ら
・
・・

と
考
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。
職
珊

の
混
乱
、
有
能
な
人
材
の
喪
失
、
医
療
S

負
担
の

増
大
、
取
引
先
と
の
I

擦
な

ま

こ
と
が
起
こ
る
で
し
ょ

う
。こ

う
し
た
問
題
に
対
処
す
る

た
め
に

は
、
エ

イ
ズ
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を

持
ち
、
日

ご
ろ
か
ら
会
社
全
体
で
対

応

す
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。

Q

職
場
に
賑
染
者
が
忠
じ
た
と

き
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い

の
で
す
か

A

職
場
の
人
が
感
染
肴
を
受
け

入
れ
る
た
め
に
は
、
①
仕
事

や
日
常
的
な
接
触
で
は
感
染
し
な
い
こ

と
を
職
場
の

全
綢
が
知
っ
て
い
る
こ

と

②
感
染
や
発
病
に
よ
り
、
解
雇
や
差
別

が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
よ
で
、
が

ん
や
心
臓
鍔
と

同
じ
生
命
に
か
か
わ
る

同
気
と
考
え
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。

Q

職
場
で
エ
イ
ズ
検
査
を
行
っ

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
か

A

検
査
の

強
要
や
準
染
を
理
由

と
し
た

解
層
な

ど
の
差

別

は
、
訴
訟
や
社
会
間
一

に
つ
な
が
り
ま

す
。
感
染
者
は

パ
ニ
ッ
ク
と
な
り
、
鵬

染
者
が
い
な
い
と
し
て
も
職
場
の
雰

囲

気
は
思
化
し
ま

す
。

検
査
は
、
あ
く
ま
で
本
人
が
自
発
的

に
受
け
る
べ
き
も
の
で
す
。

Q

仕
事
上
け

が
を
す
る
危
険
が

常
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
す
れ

ぱ
よ
い
で
し
ょ
う
。

A

血
蔽
に
触
れ
て
も
た
や
す
く

は
畢
染
し
ま
せ
へ

し
か
し
、

血
屐
に
は
啄
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
岡
原

体
が

擂
ん
で
い
る
可

施
性
が
あ
り
ま

す
。
救
急
箱
に
医

療
用
の
手
袋
‘
'帛
I

し
、
直
接
血
液
に

触
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
万
一

。
血
敢
が
つ

い
た

と
き
は
蠹
水
で

洗
い

流
し
、
傷
口
が
あ

れ
ば
消
毒
を
し
て

く
だ
さ
い
。

保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は
、
職

場
で
の
エ
イ
ズ
の

相
談
や
健
康
教

育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
エ

イ
ズ
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

配
布
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

お
持
ち
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。障
害
(
視
覚
、聴
覚
、平
衡

権
能
、音
声
、言
略
。そ
し
ゃ
ぐ
機
能
、

歌
体
不
自
由
、心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
。

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸
権
能
)
の
租

度
に
よ
り
、1
～
6
級
の
等
級
が
あ
り

ま
す
。
手
帳
の
交
付
に
必
要
な
診
断
S
　
(

各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
)
の
麦

用
の
う
ち
、
一
部
(
内
部
障
害
は
3
千

円
、そ
の
他
の
障
害
は
2
千
円
が
限
度
)

を
区
が
補
助
し
ま
す
。
な
お
、
手
帳
取

痔
後
は
、
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
等

の
給
付
の
相
峡
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

申
・
問
先
1
管
轄
の
福
祉
事
務

所
(
衰
1
)

□
愛
の
手
帳

知
的
障
害
者
(
児
)
の
方
が
各
種
の

援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
帳
で

す
。障
害
の
程
廩
に
よ
り
1
1
4
度
の

等
級
が
あ
ひ
ま
す
。申
・
問
先
―
▽

一
`
畿
以
上
の
方
・
・
・
都
・
心
身
陣
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
G
O歳
未
満
の
方
…
一
・
足
立
児
童
相

談
所

　
(
3
8
5
4
)
1
1
1
　

な
お
、
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次

に
該
当
す
る
方
は
、
必
ず
福
祉
事
務
所

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
…
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き
/
氏
名
が
変
わ
っ
た
と

き
/
死
亡
し
た
と
き
/
手
帳
を
紛
失
・

破
損
し
た
と
き

問
先
―
管
轄
の
福
祉

事
務
所
(
衰
1
)

介
護
者
教
室

在
宅
介
霞
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
衰
2

の
と
お
り
介
護
者
教
室
を
行
い
ま

す
。
実
際
に
介
霞
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
日
程
等―
表
2
の
と
お
り

S
用
=
無
料
申
込―
一
話
申
・
問

先
-
表
3
の
と
お
り

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
に
関
す
る
総
合
相
談

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
。
介

霞
機
器
や
住
宅
改
造
等
の
助
言
お
よ
び

公
的
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な

ど
、
介
護
に
関
す
る
相
談
を
総
合
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
公
的

サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
申
請
の
取
り

次
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
訪
問
も
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。対
象
―
在
宅

で
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
と
そ
の
家
族

利
用
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
8
時
　

(一
話
相
談
は
2
4時
間
年
中
無
休
)

※
毎
週
日
曜
日
(
梅
鵬
は
月
曜
日
)
、祝

日
、
年
末
年
始
は
休
業
で
す

申
・
問

先
―
賚
3
の
と
お
り

表1 福祉事務所一貫

表2 介護者教室の日程等

表4 新規通所者募集内容

表3 在宅介護支援センター一覧

喜
寿
(
満
7
7
歳
)・
傘
寿
(
満
8
0
歳
)・

米
寿
(
満
8
8歳
)
の
方
へ

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
利
用
方
法
は
、
次

の
2
通
り
で
す
。

□
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
で
の
取
扱
分

9
月
に
敬
老
祝
い
品
と
と
も
に
マ
ッ

サ
ー
ジ
劵
(
1
枚
)
を
お
贈
り
し
ま
し

た
。
同
封
の
利
用
説
明
S
を
お
読
み
の

う
え
、
ヽ
」利
用
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限

は
。8
年
3
月
1
5日
で
す
。

□
竹
の
塚
障
害
福
祉
餾
で
行
う
マ
ッ
サ

ー
ジ

日
時
=
8
年
2
月
末
ま
で
の
毎
週
金
曜

日
、
午
前
9
時
3
0分
～
午
後
4
時
T

月
お
よ
び
祝
日
等
を
除
く
)

申
込
I

毎
週
月
曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
S
話
予

約
、
ま
た
は
直
接
会
場
へ

申
先
=
竹

の
褫
障
害
福
祉
館

(
3
8
8
3
)
6
1
7
1

問
先
l
社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
`
笳
な
保
母

が
育
児
相
談
に
応
じ
て
い
李
f
'。
安
心

し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
ぷ
つ
に
、
気

唖
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
T
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
―
▽
興
野
保
育

園
(
西
新
井
本
町
4
1
1
9
-
2
3
)・
:毎

週
月
・
木
曜
日

心
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
観
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
-
6

)・・・
毎
週
水
・
金
跚
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
1
1
0
)

・・・
毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
I
午
後
5
時

間
先
1
千
住
本
庁
舍
・
児
童
助
成
係

ひ
ま
わ
り
園
・
綾
瀬
福
祉
園

8
年
度
新
規
通
所
者
募
集

対
象
・
内
容
等
I
表
4
の
と
お
り

申

先
―
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
喪
1
)

問
先
l
各
福
祉
事
務
所
(
資
1
)
、
千
住

本
庁
舎
・
陣
害
福
祉
課
計
画
調
整
佩

生

活

環

境

工
場
等
設
置
の
申
請
・
公
害

防
止
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

エ
壻
を
設
置
す
る一
業
者
は
、
東
京

都
公
害
防
止
条
例
の
定
め
に
よ
り
、
あ

ら
か
じ
め
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
無
認
可
で
操
業
し
て
い

た
り
、
認
可
は
受
け
て
い
て
も
設
備
機

械
の
変
更
認
可
を
受
け
て
い
な
い
エ
蝪

は
、
た
だ
ち
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
工
場
以
外
で
も
指
定
作
業

堤
に
該
当
す
る
事
業
所
は
。
届
け
出
が

必
要
で
す
。
な
お
、
区
で
は
、
中
小
企

業
の
方
々
が
公
害
発
生
を
防
止
し
、
快

適
な
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と

す
る
公
害
防
止
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
(
表
5
)
。

申
・
問
先
=
千
住
本

庁
舍
・
環
境
課
指
導
第
丁

二
係

フ
ロ
ン
回
収
に
ご
協
力
を

冷
蔵
庫
に
使
わ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
が

オ
ゾ
ン
屬
を
破
壊
す
る
た
め
、区
で
は
、

左
記
の
業
者
と
契
約
を
結
ん
で
フ
ロ
ン

を
回
収
し
て
い
ま
す
。
冷
蔵
S
を
廃
棄

す
る
と
き
は
、
左
配
の
業
者
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
冷
蔵
S
の
処
分
に

は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
業
者

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
フ
ロ
ン
回
収
事
業
協
力
業
者

▽
東
栄
興
業
㈱

(
3
8
9
7
)
8
6
0
6

▽
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
㈱

(
3
8
5
7
)
0
2
3
6

▽
都
清
掃
㈱

(
3
6
0
6
)
0
1
3
1
n

マ
磯
部
産
業
㈱

(
3
8
9
9
)
1
9
5
2

▽
㈱
東
京
ク
リ
ア
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
5
)
8
6
2
0

問
先一
千
住
本
庁
舎
・
環
境
課
調
整
係

表5 公害防止資金の種類

税

金

特
別
区
民
税
・
都
民
税
を

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

平
成
7
年
度
3
期
分
以
前
の
特
別
区

民
税
・
都
民
税
に
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま

す
と
。
年
1
4・
6
%
の
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
理
由
も
無
く
納

め
ま
せ
ん
と
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
な

ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
事
情
が
あ

り
'
s
め
る
の
が
難
し
い
方
は
、
大
至

急
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央

本
町
庁
舎
・
納
税
第
丁

二
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

永住資格を持つ
外 国 人 の 方 へ

切り替え手続きは
お 済みで しょうか

外
{一一
人
登
録
匪
は
、
5

年
ご
と
に
切

り
替
え
が
必
要
で
す

。
手
続
き
に
際
し

て
は

、
必
ず
本
人
が
来
所
し
て

申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
切
ひ
替
え
の
対

象
の
方
に
は
、
事
前
に
通
知
し
て
い
ま

す
。

□
切
り
S
え
(
申一
)

の
時
期

外
国
人
登
録
証
明一
の
「
次
回
砲
認
(
切

替
)
申
請
期
間
」
に
表
示
さ
れ
て
い
る

年
月
日
以
降
、
3
0日
以
内

□
切
り
一
え
(
申
請
)
に
必
要
な
も
の

外
一
人
登
録
証
明
S
/
写
真
2
枚
(
縦

4
.
5
×
横
3
.
5
`
で
顔
の
大
舞
呑
が
2
.
8
`
、

日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真
の
規
格

で
可
)
/
旅
券
(
お
持
ち
の
方
の
み
)

※
登
録
内
容
に
変
更
の
あ
る
方
は
、
そ

の
こ
と
を
確
認
で
き
る
S
類
等
が
必
要

で
す

□一
名
と
家
族
S
璞
豊
録

申
脾
の
瞭
に
は
、S
名
と
家
族
の
氏

名
、生
年
月
日
、国
籍
を
登
録
し
ま
す
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
外一
人
登
録

佩

　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
6
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年

金

年
金
教
育
ロ
ー
ン

か
し
こ
く
借
り
て
、し
っ
か
り
学
ぶ

教
斉
資
金
貸
付
制
度
で
は
、
年
金
積

立
金
の
還
用
と
し
て
、
一
民
年
金
、
一

生
年
金
の
被
保
険
者
に
対
し
て
、
高
校
、

大
学
等
の
入
学
金
等
に
関
わ
る
貸
付
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
一
-
国
民

年
金
'
*
生
年
金
の
被
保
険
者
期
間
が
1
0

年
以
上
で
、
過
去
2
年
間
す
べ
て
の

保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
の
衣
族
が
、

高
校
、
大
学
、
専
修
学
校
、
予
備
校
、

各一
学
校
に
入
学
ま
た
は
在
学
中
の

方
。
た
だ
し
、
年
収
千
2
1
0万円
以
内
の

方

使
途
=
入
学
準
備
費
用
、授
業
料
、

下
宿
代
、
受
験
料
、翻

兩
蠻

詞
幽

飜
凋
-

限
度
額
―
国
民
年
金
は
5
0

万
円
、
厚
生
年
金
は
Ⅲ
万
円

貸
付
利

率
=
年
利
3
・
2
5
%
返
済
期
間
I
8

年
以
内

申
先
I
軸
社
会
保
険
福
祉
協

会

　
(
3
5
9
5
)
1
5
5
1

問
先
I
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

年
金
受
給
者
の
方
へ

住
所
を
変
更
し
た
時
は
届
け
出
を

国
民
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が

住
所
を
変
更
し
た
時
は
、「
年
金
受
給
者

住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
(
(
ガ
キ

形
式
)
の
用
紙
を
社
会
保
険
事
務
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
(
あ
わ
せ
て
支
払

金
融
機
関
の
変
更
も
で
き
ま
す
)
。こ
の

提
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
年
金
関
係
の
S

類
が
お
手
元
に
届
か
な
く
な
ひ
ま
す
。

届
出
用
紙
は
、
社
会
保
険
事
務
所
、
中

央
本
町
庁
舎
・
S
民
年
金
課
、
区
民
事

務
所
に
あ
ひ
奪
T
。

な
お
、
老
齢
福

祉
年
金
(
緑
色
の
手
帳
で
指
定
し
た
郵

便
局
の
窓
口
で
支
払
い
を
受
け
る
年

金
)
の
一
合
は
、
年
金
証
S
と
印
か
ん

を
持
参
し
、
国
民
年
金
課
、
ま
た
は
区

民
事
務
所
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付

佩

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
1
1
2月
6
日
(
水
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
佩

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

老
後
の
備
え
に

国
民
年
金
!

2
0歳
(

学
生
も
含
む
)

か
ら
6
0
歳
ま

で
の
方
は

、
必
ず
一

民
年
金

、
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

▽
加
入
・・・
ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
方

、
会
社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の
資

格
を
喪
失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る

方
、
自
営
業
者
に
な
っ
た
方
は

、
・一・
民

年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

▽
喪
失
…
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
た
時
は
、
変
更
の
手
続

き
が
必
要
で
す

▽
3
号
・・・
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い

る
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
方
は
、
手

続
き
を
す
る
こ
と
で
国
民
年
金
第
3

号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

募

集

上
総
湊
健
康
学
園

8
年
度
入
園
児
童

上
総
壽
健
康
学
圃
(
千
葉
県
富
羣
市

壽
7
7
3
)は、
房
総
半
島
の
廖
ま
れ
た
自

然
の
中
に
あ
る
足
立
区
で
唯
一
の
全
寮

制
の
区
立
小
学
校
で
す
。こ
の
学
圃
は
、

規
則
正
し
い
集
団
生
活
を
通
し
て
倔

康
回
復
を
図
り
、
同
時
に
学
力
の
増
進

を
も
目
指
す
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
授
業
内
容
も
区
内
の
小
学
校
と
全

く
同
じ
で
あ
る
う
え
、
少
人
数
制
の
特

性
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
S

す
る
授
業
の
た
め
、
児
竃
は
伸
び
伸

び
と
し
て
明
朗
活
発
で
す
。
ま
た
、
寮

で
は
。
保
母
が
親
代
わ
ひ
と
な
り
、
温

か
い
雰
囲
気
の
な
か
で
身
の
回
り
の
世

話
に
あ
た
り
穿
す
。一
腹
婦
も
常
畦
し

て
い
ま
す
の
で
、
健
康
管
理
の
上
で
も

心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
―
小
学
3

年
生
1
6
年
生
で
'
a
に
該
当
す
る
児

童
・
:ぜ
ん
息
/
肥
満
/
偏
食
/
虚
弱
等

費
用
=
月
額
約
2
万
円
(
食
一
代
・

教
材
麦
等
)

※
家
庭
の
事
情
に
よ
り

減
額
・
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す

申

込
l
現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
の
担

任
、
養
護
の
先
生
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

期
限
1
8
年
2
月
9
日

問
先
=

千
住
本
庁
舍
・
校
外
学
園
佩

郷
土
博
物
館
専
門
員
(非
常
勤
)

対
象
l
歴
史
学
(
近
代
・
現
代
史
)
を

専
攻
し
、
博
物
館
学
芸
員
資
格
を
有
す

る
方

募
集
人
a
l
F
人

選
考
日
-
1
2

月
2
3日
(
土
)

採
用
予
定
I
8
年
2

月
1
5日
以
降

助
務
日
数
等
―
週
4

日
、
1
日
7
時
間
3
0分

報
酬
-
月
額
1
9

万
円
程
度
(
交
通
費
別
途
支
給
)

申
込
期
間
=
1
2
月
1
2
日～
1
5
日
※
申

し
込
み
に
際
し
て
は
、
所
定
の
必
要
一

槊
が
あ
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
・
問
先
―
郷
土
博
物
館

〒
a
大
谷
田
5
1
2
0
1
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

都
営
住
宅
(
ポ
イ
ン
ト
方
式
・
単
身
・

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
等
)
入
居
者

募
集
・
申
込
用
紙
配
布
期
間
1
1
2
月
1

日
1
8

日
(

土
・
日
を
除
く
)

対
象
=

▽
ポ
イ
ン
ト
方
式
募
集
に
よ
る
住
宅

・・・
母
子

、
高
齢
者
、
身
障
者
、
多
子

、

低
所
得
世
帯
お
よ
ぴ
單
い
す
使
用
者
世

帯
(

足
立
区
民
地
元
割
り
当
て
に
よ
る

車
い
す
便
用
者
世
帯
の
募
集
も
有
り
)

▽
単

身
者
向
け

住
宅
・・・
男
6
0
纔
以

上

、
女
5
0
歳
以
上
、
身
障
手
帳
4

級
以

上
ほ
か
(

単
身
用
車
い
ず
便
用
者
向
け

住
宅
有
り
)

▽
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅

・・・
6
5鎭
以
上
の
単
身
ま
た
は
冫
人
世
帯

▽
老
人
室
付
住
宅
・・・
5
人
以
上
の
世

帯
で
6
0
歳
以
上
の
方
の
い
る
世
帯

申

込
用
紙
(
申
込
み
の
し
お
り
)
配
布
場
所
l

各
区
民
事
務
所
、ま
ち
づ
く
り
公
社

、

住
宅
供
給
公
社
西
新
井
営
業
所
、
千
住

本
庁
合
・
住
宅
佩

※
申
込
資
格
な
ど

く
わ
し
く
は
、「
申
込
み
の
し
お
り

」
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
1

千
住
本
庁
舍

・
住
宅
佩

、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
5
3
2
0
)
7
8
2
0

8
年
4
月
に
入
園
・
転
園
を

希
望
す
る
保
育
園
児

新
規
に
入
圃
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん

の
い
る
方
や
、
住
所
の
移
動
等
に
伴
う

転
園
を
希
望
す
る
方
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
鷽
付
期
間
1
1
2
月
1
日
～

1
5日
(
申
請
S
は
1
1月
2
7日
か
ら
各
福

祉
事
務
所
ま
た
は
区
民
事
務
所
の
窓
口

で
配
布
)

鷽
付
場
所
―
住
所
地
を一

轄
す
る
福
祉
事
務
所

申
請
に
必一
な

も
の
l
平
成
6
年
分
所
樽
税
額
が
わ
か

る
も
の
(
源
泉
徽
収
票
ま
た
は
確
定
申

告
S
控
え
)
。平
成
7
年
分
所
慱
税
が
確

定
し
だ
い
、
平
成
7
年
分
の
も
の
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
/
平
成
7
年
麦

国
定
資
産
税
を
証
明
す
る
S
類
(
課
税

さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
/
印
か
ん
を
窓

口
に
持
参

※
一
部
の
指
定
園
で
は
、

産
休
明
け
か
ら
n
'歳
児
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す

申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務
所

(資
―
)

表6 保 育 園 一 覧
( 7. 4. 1 現在)

● O歯|β 保育は、産休明けからと6 ヵ月 からの保育園があります。★印は、延長保育実施圜( 主に田親の就労時間等の都合で、保育時間を午後 ア時まで延長。ただし、1

纖6 ヵ月以上の児童が対象。付加保育料がかヵり ます) 1 私ー印は、私穹保育園です。

中
小
企
業
融
資

中
小
企
業
の
研
究
開
発
を
支
援
し
ま
す

経
済
の
構
造
変
化
を
受
け
、
中
小

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
区
で
は
、

新
技
術
開
発
や
新
製
品
開
発
に
対
し

て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
経
営
基
盤

の
強
化
や
技
術
力
の
向
上
を
図
る
企

菓
に
、
開
発
等
に
か
か
る
経
費
の
一

郎
を
助
成
し
ま
す
。

対一
I

技
術

改
善
費
補
助
制
度
や
創
造
的
技
術
開

殤
助
成
麦
な
ど
、「
国
」「
東
京
都
」

「
東
京
都
振
興
公
社
」
の
助
成
事
業

に
該
当
し
た
場
合
/
そ
の
他
、
特
許

等
を
取
得
し
、
具
体
的
な
事
業
に
着

手
し
て
い
る
も
の
で
、
区
長
が
特
に

認
め
た
も
の

問
先
I
中
央
禀
町
庁

舎
・
産
業
振
興
課

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

年
内
貸
付
の
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に

区
で
は

、
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん

を
対
象
に

、
運
転
資
金
や
設
備
資
金

の
貸
付
あ
っ
せ
ん
(

利
率
‥‥一
%
)

を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
内
に
貸
し
付
け

を
希
望
す
る
方
は
、
1
2月
5
日
ご
ろ

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
間
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
融
資
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1
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第
1
0回
足
立
区
観
光
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

題
材
-
区
内
の
公
共
施
設
・
名
所
・
旧

跡
・
文
化
遺
産
・
伝
統
行
事
・
河
川
・

街
並
な
ど

規
格
-
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

四
ツ
切
ひ
、
ふ
ち
な
し
(
ワ
イ
ド
四
ツ

切
ひ
は
除
く
)

資
格
I
ア
マ
チ
ュ
ア

の
方

申
込
―
応
募
用
紙
に
所
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵

送
(
応
募
用
紙
は
、
足
立
区
観
光
協
会

亊
務
局
ま
た
は
区
内
写
真
商
業
協
同
組

合
加
盟
店
に
I
い
て
あ
ひ
ま
す
)

表

彰
―
区
長
賞
L
点
・
特
選
―
点
・
準
特

選
4
点
・
入
選
1
0点
・
佳
作
1
5点

募

集
期
間
=
杪一月
1
日
r
8
年
1
月
3
1日

申
・
問
先
=
足
立
区
観
光
協
会

〒
圀

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

東
部・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

平
成
8
年
度
新
規
通
所
者
募
集

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
平
虞
8
年
度
新
規
通
所
者
を

左
衰
の
と
お
ひ
募
集
し
ま
す
。

情 報 コ ー ナ ー

揖 帯 と 人 口 卜( 7 年1! 同 一1 日 現 在)

世
帯262, 023

人 囗638, 322 λ

男323, 687 人

女314, 635 人

手作りのしめ飾りでお正月を迎えませんか?

しめ飾りづくり教室
足立の農家の副業であった「し

め飾りづくり」を体験し、手作り
のしめ飾りで新年を迎えません
か( 無料) 。日時=12月10日( 日) 、
乍悛2時～4時対象一小学4年
生以上 定員- 30 人( 抽選) 申込=
往復ハガ キ( 1 人1 枚) 期限- 12
月4 日( 必着) 場・申・問先

一郷土博物 館 〒121 大谷田5- 20
―1 　3620―9393

住 区 健 康フェスティバル

身近なところで健康相談や
検査をしませんか?

住区髏康フェスティバルでlま、

パネルgXQ4 ・引萵、艟唐相談、血觀
・尿諭査などを 行います。この機
会に、自分の 飆朧状態を 知り、生i
§ 珮謫を見直し てみませんか
日S- =12, 月1{ }日( 日) 受付胯間　
午披1時30分～3蒔a1分費用　
匍ぶ 申且- 211 日疽1壺巴1● n,
礦扁- R; 1 ● r t l 可1・ンタ ー
3反58- 1876

間先一足立保健所
3855―4151

人権問題を考える
「講演と映画の集い」

人欄間題をより 正しく理解し、

差別のない明るい社会を築いてい
くため、「講演と映画の集い」を閧
催し ます。また、区内小・中学生
の人権ポスターコンク ールの表彰
式も 行います。 日時- 12 月8 日(
金) 、午後1 睥 場所一竹の椒セ
ンタ ー 内容一講演「だれもが誇
りをも って生きられること」(東耀
大学 教育研 究所 教授 今 野敏 彦
氏) / 映画 「青空のように」/ 第12
回人権ポスターコンク ール入賞

者表彰式 問先一千住本庁舎・同
和月策 　3882 ―1111㈹

暮らしっくスクール公開講座受講生募集

「暮らしと世 界 ―南の 国から暮らしの中へ、
食 糧輸 入に思うこと」

● らしの中で簡単に手に入り、
気軽に食べている輸癶食品。その
輸入食、SIこ略されたさまざまな問
翩について学びます。日時- 12月
6日QK) 、TI Xと6塒嗄}分～8飜孝3{ }
分 詞粂一区- 二こU二・在● の方
謫師一北冫311了氏( 国際間層評論

家) 定員- 30 人 費用一無料 場
・申・間先一消費者センター
3880- 5385

「本のとらばーゆ」
図● 館の本を再活用していただ

くため、希璽者に簒料で差し上げ
ます。日眤12月9日( 土) ・
10日( 日) 、午前1( 躪・～乍後4時

場所- やよい図番館( 中央本町3- 15- 1)
問先- やよい図書館

　3852―1433

ソフト な手 触り
23区ブランドリサイクルペーパー

『みどりの夢23』販売中!
xsr ブ ラ ン ド のト イ レ ット ペ ー

パ ー ・テ ィッ シ ュ ペ ーパ ー 『み ど

りs ひ・ 、乙a』をl i ! t 区 の 小∂11yi d 汳

売し て い ます 。こ のた び 、 衝き に6

広 がX 規 臈aむ協力 唐 とし て・ 匍
さ れ まし た( 下 衷) 。 こ の6 店 豪

合 めて 、 販 売 協力 貨 吋区 内11 店 と
な り まし た。こ の製 品 は、ス ー パ ー

や公 共 盡 黷iな どで 回 韲 し た田1パ ッ
ク と、 オ フ ィス 古紙 を 原 材 科 に裂

造 さ れて い ま す。 智 さ ん の リ サイ

ク ル活- t 身を 鈷ぴ 、S 区 ブラ ン
ド 擲 り と な った の で す。 ぜ ひ こ の

惶 へに お 試 し くだ さ1, 丶。 な お、 釿
儷丿駆売 協 力 唐も 募 集 し て い ます 。

間 先一 中 央 本 町y? き ・リ サ イク ルi t
こl l霾 　3SO- 52( 廻

折 握 販 売 脇力 店

ご 利 用 く だ さ い 区民 相談 室
s, e は区民の皆さんに9 ヤつ各

穩相談を行っています。困ったこ
とや心配なことがありましたら、
迷わずj R- 話ください。 相談無

料 ※ 秘密は盡守されます。
問先一千住本庁舎・区民 相跛霤
〒120 千住1- 4- 18
3882―1111㈹

O住宅修繕等をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を通じ施工業者をあつせんして
います。電話でお申し込みください。

(Ξ )「あだち広報」は再生紙を使用しています H. K. F. 240, 000


